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1． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

 

原子核の低励起状態に現れる様々な構造を統一的

に理解すること。 

今回は 40Arの励起状態の非軸対称性を重点的に調

べた。非軸対称性の自由度は実験結果からは重要

であることが分かっているが、その数値計算コス

トが増大することから、非軸対称性の自由度を扱

った理論的研究は十分に進んでいない。 

 

2． 具体的な利用内容、計算方法 

 

四重極変形度βを拘束してエネルギー変分した波

動関数を角運動量とスピンの固有状態に射影して、

重ね合わせる。 

 

3． 結果 

 

最近発見された 40Ar の超変形状態は非軸対称変

形をしており、非軸対称性に起因する Kπ=2+回転

帯が存在する。 

 

4． まとめ 

 

40Ar の超変形状態は非軸対称変形をしている。こ

の質量領域には、40Ca の通常変形のように、実験

理論ともに非軸対称変形していることが分かって

いるものや、理論的に非軸対称変形が予言されて

いるものがあり、非軸対称性は普遍的な概念であ

る。 

 

 

 

5． 今後の計画・展望 

 

これまでの研究で、36Ar の超変形状態は軸対称変

形であることが分かっている。Ar 同位体の励起状

態の非軸対称性を調べることで、非軸対称性の起

源やを明らかにしたい。 

 

6． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利用し

た状況（どの程度研究が進んだか、研究において

どこまで計算出来て、何が出来ていないか）や、

継続して利用する際に行う具体的な内容 

 

40Ar の超変形状態は非軸対称変形をしていること

がわかったが、他の核の構造について明らかにす

ることは出来なかった。来年度は、他の核につい

ても非軸対称性に着目して研究していきたい。 

 

7． 一般利用で演算時間を使い切れなかった理由 

 

予定を変更して、エネルギー変分計算を主に行っ

たため、他機関の計算機を主に使ったから。 

当初の予定では、並列化の効率が高い角運動量射

影を計算を多く行う予定であったが、実際は、ベ

クトル化の効果が高いエネルギー変分計算を重点

的に行った。そのため、他機関のベクトル計算機

を重点的に使った。 
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